
10

　頼朝への参上を決意した常胤は、

胤頼（常胤の六男）と成胤（常胤の

孫）に命じて下総国府の平家を討っ

た後、1180 年（治承４年）９月 17

日、この国府において頼朝と面会し

ました。また、上総介広常は、２日遅

れて頼朝に参上しました。常胤や広

常の協力を得た頼朝は、10 月２

日、太日川（今の江戸川）、墨田川を

渡って武蔵国に入り、更に相模国の

鎌倉に入りました。

　頼朝の信頼を得た常胤は、源平合

戦や奥州合戦の後、下総国・上総国

をはじめ全国各地に広大な所領を

得て、幕府の中でも有力な御家人に

成長しました。

　これらの領地は、その後６人の子

が受けつぎました。これを千葉六党

といい、惣領である千葉介を中心に

強力に一族が団結しました。

※ 源平合戦・・源氏と平家の戦い。

※ 奥州合戦・・頼朝と東北地方を支配していた藤原氏と 

 　　　　　　　の戦い。

※ 御家人・・・頼朝の家臣。
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